
下水道の整備状況等    ※別紙計画平面図を参照 

 

（１）昭和５８年度に事業着手し、平成２年度より供用（下水道の一般使用）を開始した。 

  ＊佐斐神町の終末処理場の下流側から上流側の境地区方面へ順次整備してきた。 

（２）平成２３年度末における下水道の普及率は５２．３％、現在は境地区（大正川周辺）、上

道地区～中野地区（境高校周辺）などを整備中である。 

  【普及率の参考】 鳥取県内：６５．１％、全国平均：７５．１％（平成２２年度末、岩手県、

宮城県、福島県を除く） 

（３）下水道の現認可区域（深田川より東側の境地区など）は、概ね平成２８年度頃に整備

完了の見込みである。 

（４）森岡町から渡町へ汚水幹線を整備して、中海側の整備にも準備していく考えであり、平

成２４年度に渡中継ポンプ場及び管渠の設計業務に着手する。 

 

◇整備状況（平成２４年３月末時点） 

項   目 行政区域 全体計画 整備済み 

人 口（人） ３５，８５３（A） ３０，３００ １８，７３５（B） 

面 積（ha） ２，８７９ １，７４３ ７５４．５ 

 

◇普及率及び水洗化率（下水道への接続率） 

普及率（B）／（A） 水洗化戸数 水洗化人口 水洗化率（C）／（B） 

５２．３％ ６，６８３戸 １６，０８２人（C） ８５．８％ 

 

◇既存の主要施設 

終末処理場 汚水管延長 中継ポンプ場 日最大処理能力 日平均流入水量

下水道センター １５０．７km １箇所（下ノ川） ７，８００m3／日 ５，４５６m3／日 

 

◇建設事業費の推移                                 （単位：百万円） 

内  訳 H19 H20 H21  H22 H23 H24 予算

処 理 場 ６４  ３５ ２１９ ０ ０  ６８ 

汚水管等 ５９５  ５４０ ５２５ ５５３ ３８１  ６３０ 

雨水施設 ６６  ７９ １１７ １５５ ７６  ７４ 

合  計 ７２５  ６５４ ８６１ ７０８ ４５７  ７７２ 

繰越分 ０  ３７ △３７ ０ １１４  △１１４ 

差  引 ７２５  ６９１ ８２４ ７０８ ５７１  ６５８ 

 



下水道会計の財政状況 
 

（１）平成２３年度事業費の実績 

 〇支出：１，７４３百万円 

    

※低金利への借換えによる市債返済金や排水設備の貸付金は除く 

※建設費のうち、国庫補助：約４１９百万円、地方単独：約３７百万円 

 〇収入：１，７４３百万円 

     

 

（２）市債残高、市繰入金等の推移                           
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※左軸－市債残高（借入金残高、平成２３年度末の残高：１１６億円弱） 

※右軸－市債返済金、市繰入金（市税等）、下水道使用料収入 

※平成１８年度、１９年度の市繰入金は、一時的な借入等により繰り延べ措置 

※過去の高金利借入分から低金利への借換えによる市債返済金は除く 

  （平成２３年度の借換えによる市債返済金：３３百万円弱） 

建   設   費 

汚水管、処理場、雨水施設 

４５６ (26.2%) 

市 債 返 済 金
 

１，０１４ (58.2%) 

市 繰 入 金（市税等）
 

８６２ (49.5%) 

市債借入 
２２７ 

(13.0%) 

下水道 
使用料 
３４６ 
(19.9%) 

維持 
管理費

１８５ 
(10.6%)

受益者負担金 
６０ (3.4%) 

国庫 
補助金 
１９７ 

(11.3%) 

その他

５１(2.9%)

一般管理費

８８(5.0%) 

（単位：百万円）

H1             H5              H10            H15             H20        H23

（単位：百万円）

（単位：億円）


